

























































































































































































































































































































































　　　Q，　s　　J，　　　　　　　　 　 　　　 　　　　　　　・・・　・・・…　一く6）
b＝－O．6，dc／ろ＝0の場合の測定値とを比較し
てFig．16に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　l　後者は全流量が初期状態では制御板の出る側
へ流出している場合であるが，変化の傾向は同
　　　　　　　　　　　　　　　J様である。Fig．16ではe＝oのときの流量を
Q，。として比較した。固定板がある場合には，
分岐上流の流れは固定板によって偏向されてい
るので，制御板へ衝突したときの運動量成分
ゐの大きさは，　固定板が無いときよりもいく
らか大きくなると考えられる。　このためFig．
16の流量変化は，計算値よりも大きくなってい
る。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… @一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〈7）
　σ8
3
qo．6?
o
　O．4
　　　O　　　　　　　O・1　　　　　　0・2
　　　　　　　　　　e／b
Fig．16　Comparison　between　the　measured
　　　values　and　the　calculated　by　a　±low
　　　model　of　dc＝O
4．結 言
　分岐における流量分配に及ぼす基本的な因子の影響を実験的に調べた。その結果つぎのよう
な現象が観測された。
（1）10°－30°，10°－50°および20°－50°の3種の不等角分岐を用いて，流量分配に及ぼす
　分流壁先端部の形状の影響を調べた。先端部を両側の分岐流路と等角度で交わるように切り
　落した場合，流量の分配は基本形状のときよりも差が大きくなる傾向を示した。
（2）　レイノルズ数が小さいときには，流量は形状にかかわらずほぼ等分される。
（3）　レイノルズ数が2000ないし4000を越すと，分岐角の小さい側の分配率が増加して，レイノ
　ルズ数の増加と共に一定値に近づく。また，脈流もこの傾向を助けるように作用する。
（4）20°の等角分岐において，流路の側面より邪魔板を突出させた場合の，板の位置による効
　果の違いを調べた。分岐のわずか上流側が最も大きな効果を示した。また，分岐点のわずか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．一一8
　　　　　　　　　　　　　　　分岐による流量分配に関する研究
　下流側では，邪魔板の突出により流れを引き寄せる現象が観測された。
（5）分岐上流側の邪魔板により流れを一方の分岐へ流出させておいて固定し，下流側の邪魔板
　を動かして流量分配を変化させた場合の，2板の位置の組合せによる効果の違いを調べた。
　この研究は，昭和51・52年度において明治大学科学技術研究所の重点研究の一部として実施
された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　号
A；制御板により流量が増す側の分岐
　a；固定板の突出長さ
B；制御板により流量が減る側の分岐
　ろ；流路幅
　C；分流壁先端の切り落し寸法
de；制御板の位置
df；固定板の位置
　e；制御板の突出長さ
　ノ；脈流の周波数
Qo；全流量
Q、；分岐角が小さい側の流量
Q2；分岐角が大きい側の流量
Qa；分岐Aの流量
Q，；分岐Bの流量
R；分流壁先端のへこみの半径
　α；分岐Aの分岐角
　β；分岐Bの分岐角
　φ；分流壁先端のへこみの直径
　ρ；密度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
1）　R・Rosen：Optimality　Principles　in　Biology，　Butterworths，1967．
2）M・　J・Fisher，　A・Thomson：Some　measurements　of　Liquid　Wall　Attachment　Diverter　Valve
　Characteristics，　Proc・3　rd　Cranfield　F王uidics　Conference（1968）Vol，1，　B　4－45／64．
3）西・芝下，陶山：フルイディック・フローダイパータへの応用，油圧と空気圧，Vol．9，　No．6（1978）
　351／356．
4）S．Bahrton：ANew　Type　of　Fluidic　Diverter　Valve，　Proc．4th　Cranfleld　Fluidics　Conference
　（1970）A4－53／60．
7－9
